
期　　　日：２０２１年５月１６日（日）
会　　　場：千葉よみうりカントリークラブ
参加者数  ：１８４名

組 時間 氏　　　　名 予選出場コース 組 時間 氏　　　　名 予選出場コース 組 時間 氏　　　　名 予選出場コース 組 時間 氏　　　　名 予選出場コース

渡部　美和 新 君 津 塩田　一史 シ ー ド 松本　大樹 下 館 佐藤　圭※ 千 葉 よ み う り

鈴木　雅士 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 福地　慶人 紫 あ や め 栗原　悠宇 Ｊ Ｇ Ｍ 宇 都 宮 井上　達也※ 紫 あ や め

松岡　正士 姉 ヶ 崎 酒巻　栄太 新 君 津 松本　雄介 姉 ヶ 崎 山本　隼人 ハ ー モ ニ ー ヒ ル ズ

竹増　晴太郎 千 葉 よ み う り 江藤　洋志 千 葉 よ み う り 稲見　大和 千 葉 よ み う り 仲田　雅信 グ レ ー ス リ ッ ジ

関　宏 下 館 竹澤　功泰 イ ー ス ト ウ ッ ド 比留間　育洋 新 君 津 清水　蔵之介 シ ー ド

岡部　開斗 千 葉 よ み う り 木暮　凌太 千 葉 よ み う り 平山　幸作 千 葉 よ み う り 張　真 紫 あ や め

秋野　海 新 君 津 吉岡　栄徴 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 御厨　皓史 イ ー ス ト ウ ッ ド 田辺　雄大 千 葉 よ み う り

佐藤　誠 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 髙野　晃吉 Ｊ Ｇ Ｍ 宇 都 宮 中駄　凜太郎 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 上條　英二 千 葉 よ み う り

北井　英之 紫 あ や め 鎌滝　順久 シ ー ド 植竹　大 下 館 根本　悠誠 紫 あ や め

大川　厚志 下 館 大西　海翔 紫 あ や め 有吉　孝文 千 葉 よ み う り 冨永　政雄 新 君 津

下條　勲 姉 ヶ 崎 増田　修一 グ レ ー ス リ ッ ジ 西山　英樹 姉 ヶ 崎 金子　伸行※ Ｊ Ｇ Ｍ 宇 都 宮

佐藤　秀宣 千 葉 よ み う り 伊藤　颯杜 千 葉 よ み う り 清水　颯人 千 葉 よ み う り 坂東　芳篤 千 葉 よ み う り

内田　清 下 館 瀬戸口　雅昭 紫 あ や め 滝沢　勲 紫 あ や め 高橋　洋 下 館

大島　輝 千 葉 よ み う り 棚田　良太 姉 ヶ 崎 有田　孝司 新 君 津 寺田　智 紫 あ や め

平本　涼 新 君 津
長谷川　和瑞
大

那 須 野 ヶ 原 三橋　正季 千 葉 よ み う り 寄元　貴 千 葉 よ み う り

小高　健一 ハ ー モ ニ ー ヒ ル ズ 佐藤　尊則 千 葉 よ み う り 東　夏規 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 寺田　智宏 千 葉 よ み う り

須田　航平 那 須 野 ヶ 原 大原　俊弘 下 館 赤岩　玲音※ 紫 あ や め 原田　竜成 グ レ ー ス リ ッ ジ

伊藤　耕治※ 紫 あ や め 水谷　奏仁 紫 あ や め 宮原　一保※ グ レ ー ス リ ッ ジ 廣部　清隆 姉 ヶ 崎

澤田　響 千 葉 よ み う り 方　世雄 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 渡辺　大輔 那 須 野 ヶ 原 広田　剛士 新 君 津

全　允浩 う ぐ い す の 森 水 戸 森　光弘 千 葉 よ み う り 仲　隆宏 千 葉 よ み う り 宮山　学 千 葉 よ み う り

高橋　利哉 新 君 津 宮下　優輝 シ ー ド 佐藤　快斗 紫 あ や め 松田　洋平※ 新 君 津

松本　真輔 紫 あ や め 堀池　宏 下 館 奈良　璃樹 姉 ヶ 崎 梅田　泰司 千 葉 よ み う り

宇田川　理茶度 千 葉 よ み う り 田中　雄三 那 須 野 ヶ 原 鈴関　純樹 ハ ー モ ニ ー ヒ ル ズ 栗原　聖男 ハ ー モ ニ ー ヒ ル ズ

山本　世那 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 岡田　圭介 千 葉 よ み う り 米本　真剛 千 葉 よ み う り 井手　健一朗 千 葉 よ み う り

岩佐　樹里哉 千 葉 よ み う り 志村　由羅 那 須 野 ヶ 原 石毛　誠 紫 あ や め 玉置　敏光 紫 あ や め

坂上　知弥 下 館 市村　正義 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 菅原　学 イ ー ス ト ウ ッ ド 大川　乾二※ オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド

萩原　秀弥※ 紫 あ や め 金子　雅一 千 葉 よ み う り 永里　孝博 千 葉 よ み う り 山田　英憲 う ぐ い す の 森 水 戸

渡邉　文人 グ レ ー ス リ ッ ジ 石崎　拓海 Ｊ Ｇ Ｍ 宇 都 宮 松田　直也 千 葉 よ み う り 石井　聡 千 葉 よ み う り

中戸　孝嘉 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 岡野　洸平 千 葉 よ み う り 塩澤　佑太 下 館 飯田　悠麿 紫 あ や め

千葉　竜聖 千 葉 よ み う り 堀江　靖見 那 須 野 ヶ 原 坂中　亨 紫 あ や め 崔　永鎬 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド

橋本　友夫 下 館 田村　優己 紫 あ や め 山田　寛喜 千 葉 よ み う り 長岡　元樹 千 葉 よ み う り

千野　正二郎 千 葉 よ み う り 辻村　隆臣 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 石井　斎 千 葉 よ み う り 金村　幸生 う ぐ い す の 森 水 戸

種村　芽久 紫 あ や め 藤平　康法 ハ ー モ ニ ー ヒ ル ズ 清水　拳斗 那 須 野 ヶ 原 佐藤　英樹 下 館

奥村　祥国 姉 ヶ 崎 中川　勝弘 姉 ヶ 崎 岩田　卓也 紫 あ や め 佐藤　卓郎 那 須 野 ヶ 原

飯田　智昭 新 君 津 小林　孝之助 下 館 竹永　和功 ハ ー モ ニ ー ヒ ル ズ 妹尾　正巳 紫 あ や め

中嶋　直樹 千 葉 よ み う り 飯塚　光洋 千 葉 よ み う り 中吉　辰也 千 葉 よ み う り 鴨川　富幸 千 葉 よ み う り

相原　涼汰 イ ー ス ト ウ ッ ド 泉水　忠※ 下 館 美馬　康太郎 千 葉 よ み う り 鵜瀬　璃久 Ｊ Ｇ Ｍ 宇 都 宮

鈴木　伸 下 館 木村　仁 イ ー ス ト ウ ッ ド 伊藤　俊輔 下 館 細谷　朋生 新 君 津

渋井　晃太郎 紫 あ や め 楠　大峻 那 須 野 ヶ 原 牧野　博文 新 君 津 小松　潤 千 葉 よ み う り

榊原　利信 千 葉 よ み う り 西井　一哉 千 葉 よ み う り 佐藤　大治郎 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド 木葉　厚 う ぐ い す の 森 水 戸

吉沢　己咲 Ｊ Ｇ Ｍ 宇 都 宮 岩井　光太 那 須 野 ヶ 原 本　大志 イ ー ス ト ウ ッ ド 服部　滋多 下 館

赤司　雄一 姉 ヶ 崎 新城　健二 下 館 今井　佳※ 那 須 野 ヶ 原 尾崎　博之 紫 あ や め

竹内　達宏 下 館 中村　友貴 千 葉 よ み う り 大場　邦夫 ハ ー モ ニ ー ヒ ル ズ 野本　未世夢 千 葉 よ み う り

小張　慎一郎 千 葉 よ み う り 荒井　信行 う ぐ い す の 森 水 戸 竹田　亮太 千 葉 よ み う り 佐々木　賢 オ ー ル ド オ ー チ ャ ー ド

千葉　涼晴 シ ー ド 小原　力 シ ー ド

大友　寛之 イ ー ス ト ウ ッ ド 若林　栄一 下 館

草野　広宗 新 君 津 髙木　智生 Ｊ Ｇ Ｍ 宇 都 宮

松浦　裕介 千 葉 よ み う り 西原　元 千 葉 よ み う り

１．本競技の上位６６人が全日本決勝競技への出場資格を得る。
２．組合せおよびスタート時間は、欠席者があった場合は変更することがある。
３．病気、事故などのため参加を取止める場合は、必ず大会事務局（千葉よみうりカントリークラブ：0436-92-2611)へ連絡すること。
４．無断欠席の場合、来年度の本競技を含め１年間の競技出場を停止する。
５．東日本Ａ地区決勝において、繰上げ制度を導入します。決勝エントリー者に欠場が生じた場合は規定に則り繰上げを行います。

注）

競技委員長　松浦　健太郎

46 10:12

12 8:36 35 8:36

11 8:28 23 10:12 34 8:28

44 9:56

10 8:12 22 10:04 33 8:12 45 10:04

9 8:04 21 9:56 32 8:04

42 9:32

8 7:56 20 9:40 31 7:56 43 9:40

7 7:48 19 9:32 30 7:48

40 9:16

6 7:40 18 9:24 29 7:40 41 9:24

5 7:32 17 9:16 28 7:32

38 9:00

4 7:24 16 9:08 27 7:24 39 9:08

3 7:16 15 9:00 26 7:16

２０２１年度  全日本アマチュアゴルファーズ選手権　
東日本Ａ地区決勝競技

第１日目組合せおよびスタート時間表（5/13更新）

主催：（公社）日本パブリックゴルフ協会
１番よりスタート １０番よりスタート

36 8:44

2 7:08 14 8:52 25 7:08 37 8:52

1 7:00 13 8:44 24 7:00



２０２１年度 

   全日本アマチュアゴルファーズ選手権 

東日本Ａ地区決勝 
 

 

開 催 日：５月１６日（日）、１７日（月） 

開催コース：千葉よみうりカントリークラブ 

〒290-0228 千葉県市原市岩字三重山 1番地 TEL：0436-92-2611 

 

 

本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこのローカルルール、競技の条件を適用する。 

本書に記載の無い事項や追加変更がある場合は競技規定やプレーヤーへの通知文書、または競技会場での掲示物に

掲載されるので必ず参照すること。 

ゴルフ規則によって別に定められている場合や本書に罰が記載されている場合を除き、このローカルルール、競技の条件

の違反の罰は、「一般の罰（2罰打）」となる。 

 

特別ローカルルール 
 

１．バンカーレーキ等 
  プレーヤーは規則 12.2に基づいてバンカーをならす場合、バンカーレーキの代わりとして足やクラブを

使用してならすことができる（バンカーに関するすべての他の規則は修正されず適用される）。 
２．バンカー内のプリファードライ 

プレーヤーの球がバンカー内にある場合、プレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリアにプレースし、
その救済エリアからプレーすることで 1度だけ罰なしの救済を受けることができる： 

  ・基点：元の球の箇所 
  ・基点から計測する救済エリアのサイズ：基点から 1クラブレングス以内 
  ・救済エリアの場所に関する制限 
    ≫ 基点よりホールに近づいてはならない。そして 
    ≫ バンカー内でなければならない。 
  この特別ローカルルールに基づいて処置をするとき、プレーヤーは球をプレースする箇所を選ばなけれ

ばならず、規則 14.2b(2)と規則 14.2cに基づいて球をプレースする手続きを行わなければならない。 
  この特別ローカルルールに違反して誤所からプレーしたことに対する罰：規則 14.7aに基づく一般の罰 
３．スコアカードの提出 
  プレーヤーのスコアは乗用カートに搭載されているカートナビからスコアを入力すること（感染を防ぐため

に、スコア入力は特定のプレーヤーが行う事を推奨します）。ラウンド終了後、速やかにナビに登録した各自
のスコアを最終確認すること。なお、カートを離れた時点で委員会に提出したことになる。最終確認する前
にカートを離れる必要があるプレーヤーは同伴競技者にその意思を告げなければならず、そしてすぐに戻ら
なければならない。（但し、ナビ入力スコアと確認のため、プレーヤー本人による競技用スコアカードの記入、
提出をお願い致します。） 

 
ローカルルール 

 
１．アウトオブバウンズ（規則 18.2） 

アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。ただし、次のものを含む。 
（a）にプレーするホールにおいて、球が白杭を結んだ線を越えて、他のホールのインバウンズに止まってい

ても、その球はアウトオブバウンズとする。 
２．ペナルティーエリア（規則 17） 

（a）片側だけ定められているペナルティーエリアは無限に及ぶ。 
（b）ペナルティーエリアが境界に隣接している場合、そのペナルティーエリアの縁はその境界までおよび 

その境界と一致する。 
（C）ペナルティーエリアの縁がコースの境界と一致する地点をプレーヤーの球が最後に横切ってからそのペ

ナルティーエリアの中で見つかるか、そのペナルティーエリアの中に止まったことが分かっている、ま
たは事実上確実な場合、そのプレーヤーは規則 17-1dに基づく選択肢の一つを使って救済を受けること
ができる。 
あるいは、追加の選択肢として、１罰打を加え、そのプレーヤーは元の球か別の球をそのペナルティー
エリアの反対側にドロップすることができる。 
・基点：そのペナルティーエリアの反対側の縁の上に推定した地点（ホールまでの距離は元の球がそのレ
ッドペナルティーエリアの縁を最後に横切った地点からホールまでの距離と同じ）。 

   ・基点から計測する救済エリアのサイズ：２クラブレングス。しかし、次の制限がある。 
・救済エリアの場所に関する制限： 



 ≫基点よりホールに近づいてはならない。そして、 
 ≫同じペナルティーエリア以外であればどのコースエリアでもよい。しかし、 
 ≫基点から２クラブレングス以内にコースエリアが複数ある場合、球はその球を救済エリアにドロップした

ときに最初に触れたのと同じコースエリアの救済エリアに止まらなければならない。 
ペナルティーエリアのためのドロップゾーン 
１２・１６番ホールにおいて、レッドペナルティーエリアの中に球がある場合（見つかっていない球がその
レッドペナルティーエリアに止まったことが分かっている、または事実上確実である場合を含む）に、特定
標示区域（赤杭に青ラインの縞杭）がラテラル救済の基点となる場合（球がレッドペナルティーエリアに入
った箇所）、プレーヤーには次の選択肢があり、それぞれ１打罰で； 

・規則 17.1に基づき救済を受ける。または 
・追加の選択肢として、元の球か別の球を黄線で標示したドロップゾーンにドロップする。このドロップ
ゾーンは規則 14.3に基づく救済エリアである。 

３．異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則 16） 
(a) 修理地 

(1)青杭を立て、白線で囲まれた区域。 
(2)パッティンググリーンの前後、あるいはジェネラルエリア部分にあるヤーデージ用にペイントされた線

や点は修理地として扱われ、規則 16.1に基づく救済を受けることができる。ヤーデージ用のペイントが
プレーヤーのスタンスにだけ障害となる場合、障害は介在しない。 

(b) 動かせない障害物 
(1)白線の区域と動かせない障害物がつなげられている場合、ひとつの異常なコース状態として扱われる。 
(2)Ｕ字排水溝はジェネラルエリアの一部として取り扱われ、ペナルティーエリアではない（例外：ペナ 

     ルティーエリアとしてマーキングされている区域のＵ字排水溝）。 
(3)人工の表面を持つ道路に隣接しているＵ字排水溝はその道路の一部として扱う。 
(4)パッティンググリーンの前後及びジェネラルエリアの距離標示用のヤーデージマーク 

４．プレー禁止区域 
電磁誘導カート用の２本のレールは、全幅をもってプレー禁止の修理地とする。ただし、スタンスのみが障害
となる場合は、そのままプレーすることもできる。 

５．不可分な物 
次のものは不可分な物であり、罰なしの救済は認められない。 
(a)樹木や他の常設物に密着させてあるワイヤ、ケーブル、巻物、その他の物 
(b)ペナルティーエリアにある人工的な護岸やパイリング（枕木等の構築物） 

６．クラブと球の規格 
  (a)ストロークを行うために使うドライバーR＆A が発行する最新の適合ドライバーヘッドリストに掲載されて

いるクラブヘッド(モデルとロフトで識別される)を持つものでなければならない。 
  (b)ストロークを行うときに使用する球は R＆Aが発行する最新の適合球リストに掲載されていなければならな

い。 
７．ゴルフシューズ 
  ラウンド中、プレーヤーは下記の特徴を持つシューズを履いてはならない： 
  伝統的なスパイク－すなわち、地面を深く貫くようにデザインされた１つあるいは複数の鋲を有するスパイク

(メタル製、セラミック製、プラステック製、その他の材質かは問わない)。このローカルルールの違反に対す
る罰：規則 4.3参照 

８．プレーの中断（規則 5.7） 
プレーの中断と再開は次の方法で行う： 
差し迫った危険のための即時中断 － 乗用カートに搭載の無線機により一斉通報する。 
危険な状況ではない中断     － 乗用カートに搭載の無線機により一斉通報する。 
プレーの再開          － 乗用カートに搭載の無線機により一斉通報する。 
注：危険な状況のためにプレーを即時中断する場合、すべての練習区域は委員会がプレーを再開するまで閉鎖
される。閉鎖された練習場で練習するプレーヤーには練習を止めるように勧告し、それでも練習を止めない場
合には失格となることがある。 

９．練習（規則 5.5） 
終了したばかりのパッティンググリーン上やその近くで練習することを禁止するローカルルールひな型Ⅰ-2
を適用し、規則 5-5b は次の通り修正される： 
「2 つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをしてはならない： 
・終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。または、 
・終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったり、球を転がすことによってパッティンググリー 
ン面をテストする。」 

10．移動 
本競技は、セルフプレーとし、ラウンド中のプレーヤー及び用具の移動は、全組ともプレーヤーが１台のリモ
コン式乗用カートを共用して行うものとする。 

11．キャディー 

プレーヤーのキャディー使用は禁止とする。このローカルルールの違反の罰：プレーヤーはキャディーに支援

してもらったその各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールの間で起きたり、ホールとホールの間ま

で続く場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 



 

競技の条件 
 
１．参加資格 

プレーヤーは「競技規定」で定められている参加資格を満たしていなければならない。（競技規定は日本パブリ
ックゴルフ協会ホームページを参照） 

２．タイの決定 
  ラウンドを終わり１位がタイの場合は、即日委員会の指定するホールにおいてホールバイホールのプレーオフ

を行い、優勝者を決定する。尚、３名以上でプレーオフが行われる場合、優勝者以外のプレーヤーは２位タイ
とする。また、悪天候、日没等により当日プレーオフが出来ない場合、またはプレーオフにて決定しない場合
は最終ラウンドのスコアを比較し、スコアの良いプレーヤーを優勝とする。それでも決定しない場合は、次の
順で決定する。最終ラウンドのマッチング・スコアカード方式→１８番ホールからのカウントバック方式→委
員会によるくじ引き。入賞者に対する記念品の贈呈及び他団体競技・当協会競技へのシード権付与に関しては、
最終ラウンドのスコアを比較し、成績の良いプレーヤーに資格を付与する。それでも順位が決定しない場合は、
次の順で決定する。最終ラウンドのマッチング・スコアカード方式→委員会によるくじ引き。 

３．競技の終了時点 
  競技の結果は最終成績表が日本パブリックゴルフ協会のホームページに掲載された時点をもって終了したもの

とみなす。 
４．競技の短縮 

委員会は、コースの状況により適正なるプレーが不可能と判断した時、「競技規定」に定めてあるラウ
ンド数を短縮することができる。 

 
行動規範 

 
１．新型コロナウイルスの感染を避けるため、競技中はクラブの感染症予防対策に協力しなければならない。 
  ・クラブハウス内での予防対策事項の遵守 
  ・ラウンド中、可能な限りソーシャルディスタンス（約 2ｍ）を保つこと。 
  ・ラウンド中、大きな声を出す等、感染する可能性のある行動をしないこと。 
  ・体調不良を少しでも感じたら、コース上のすべての人のために競技を棄権し、開催コースに申し出ること。 
  ・ウイルス感染の状況は常に変化することを理解し、その他委員会の要請には随時従うこと。 
  上記の要請事項、禁止事項に反しただけで罰は課されませんが、故意に無視した、委員会や他のプレーヤーの

注意があったにもかかわらず、再び同じ行動をした場合、委員会はそのプレーヤーを失格にし、以降１年間の
ＰＧＳ主催競技への参加資格を停止する。 

 

 

距離表  

 

 

 

 

 

 

 

 

※１０番ホールを４８５ヤードのパー４（通常パー５）とし、パー７１での開催とする。 
 
 
 

注意事項 
 

１．ローカルルール７項において、規制されるシューズ以外でもグリーンに著しく損傷を与えるシューズは、
使用禁止とすることがある。 

２．競技委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すこ
とができる。 

３．競技委員会はすべての競技関係者、ギャラリーへの暴言等を含めエチケットの重大な違反があったプレー
ヤーを競技失格とすることができる。 

４．コース内での携帯電話の通話は緊急時以外（カートの故障・ケガ等）禁止する。※コース内では必ず電源を OFF
にすること。 ※重大なエチケット違反と判断される場合は、競技失格となることがある。 

５．組合せスタート時間は別紙のとおりとする。欠席者があった場合は、組合せ及びスタート時間を変更する 
場合がある。欠席する場合は、必ずコース(TEL：０４３６-９２-２６１１)に連絡すること。 

Hole No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

Yards 423 158 333 573 393 162 345 326 515 3228

Par 4 3 4 5 4 3 4 4 5 36

10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN Total

485 173 312 397 419 372 354 504 224 3240 6468

4 3 4 4 4 4 4 5 3 35 71



 
６．プレーの進行は、ハーフラウンド２時間１５分以内とすること。先行組との間隔を不当にあけないよう注

意のこと。プレーを不当に遅らせた場合はペナルティを課す。（トラブルがあって遅れた場合はその組全
員でその遅れを取り戻すよう努力をする義務があります） 

７．ラウンド中、ギャラリー等との接触においてアドバイスとみなされる行為があった場合は、ペナルティを
課すので注意すること。 

８．使用ティーマーカーは ＰＧＳ黒文字マークとする。 
９．練習は指定練習場にて行い、打ち放し練習場においては備え付けの球を使用し、スタート前の練習は１人

１コイン（２５球）を限度とする。 
10．溝とパンチマークの規格 
  本競技は 2010 年 1 月 1 日施行の『溝とパンチマークの規格に適合するクラブの使用を求める競技の条

件』）を適用しません。※但し、本競技に付与された JGA等他団体主催競技のシード権を行使する場合、
本項目の条件が適用される場合があります。詳細は主催団体に各自ご確認下さい。 

11．全日本大会で所定の成績を収められ、日本ゴルフ協会主催の２０２１年度第１０５回日本アマチュアゴルフ選手権競
技の出場権を獲得された場合、同競技では日本アンチ・ドーピング規定に基づくドーピング検査が実施されますので
予めご承知おきください。詳細は日本ゴルフ協会ホームページでご確認ください。 

  http://www.jga.or.jp/html/anti_doping/index.html 
競技委員長  松浦 健太郎 

 
 
 
〔付 記〕 
成績上位者には次の競技の出場資格が与えられる。 
≪日本パブリックゴルフ協会主催競技への出場資格≫ 
１．第１位～第６６位は６月１５日（火）、１６日（水）、オールドオーチャードゴルフクラブ（茨城県）において

開催される、本年度全日本の出場資格を得る。通過者人数は各地区の予選参加者数割合に応じて決定した。全
日本の出場資格を得た者は参加の有無を大会当日に千葉よみうりカントリークラブに提出すること。 

２．第 1位 
２０２２年度から２０２６年度（５年間）本競技地区決勝（予選に出場した場合を除く） 

３．第２位～第５位 
２０２２年度本競技地区決勝競技（予選に出場した場合を除く） 

 
≪他団体主催競技への出場資格≫（注意：有資格者が含まれる場合でも繰り下げは認めない） 
１．第１位 
  ２０２２年度北海道ゴルフ連盟主催「北海道アマチュアゴルフ選手権決勝」（北海道在住者のみ） 
  ２０２２年度北海道ゴルフ連盟主催「北海道オープンゴルフ選手権」（北海道在住者のみ） 
  ２０２２年度東北ゴルフ連盟主催「東北アマチュアゴルフ選手権決勝」（東北地区在住者のみ） 
  ２０２２年度関東ゴルフ連盟主催「関東アマチュアゴルフ選手権ブロック大会」（関東地区在住者のみ） 
２．第１位～第２位 
  日刊アマゴルフ２０２２全日本シングルプレーヤーズゴルフ選手権北海道大会（北海道在住者のみ） 
  日刊アマゴルフ２０２１全日本シングルプレーヤーズゴルフ選手権第４８回東日本大会関東決勝 
３．第２位～第１０位 
  ２０２２年度北海道ゴルフ連盟主催「北海道アマチュアゴルフ選手権予選」（北海道在住者のみ） 
  ２０２２年度北海道ゴルフ連盟主催「北海道オープンゴルフ選手権予選」（北海道在住者のみ） 

２０２２年度関東ゴルフ連盟主催「関東アマチュアゴルフ選手権予選」（関東地区在住者のみ） 
４．成績上位者 
  ２０２２年度東北ゴルフ連盟主催「東北アマチュアゴルフ選手権決勝」但し、東北ゴルフ連盟加盟倶楽部所属

会員以外の者の上位２名（東北地区在住者のみ） 
  ２０２２年度東北ゴルフ連盟主催「東北アマチュアゴルフ選手権青森県予選」但し、東北ゴルフ連盟加盟倶楽

部所属会員以外の者の第３位～第１０位（青森県在住者のみ） 
 
〔 賞 〕優勝者(ＰＧＳ杯レプリカ、記念品)、第２位～第５位(楯、記念品）、第６位～第１０位(記念品) 
     参加賞（ソックス３足セット）※参加者のみ 
 
【競技参加料】 
地区決勝参加料 3,300円は、大会初日に開催会場にて徴収します。 
出場者は大会初日に千葉よみうりカントリークラブに地区決勝参加料を支払うこと。 
但し、地区決勝シード選手は除く。 

http://www.jga.or.jp/html/anti_doping/index.html
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